
　

戦
後
の
日
本
経
済
は
経
済
成
長
を
最
大
の
目
標

に
掲
げ
、
国
土
開
発
計
画
等
に
よ
る
国
家
主
導
の

重
化
学
工
業
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
農
業
・
農

村
に
お
い
て
も
、
干
拓
、
大
規
模
畜
産
基
地
の
造

成
、
ダ
ム
・
農
業
用
水
の
建
設
が
行
な
わ
れ
、
農

業
生
産
の
拡
大
、
安
定
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
、
戦
後
の
日
本
経
済
は
確
か
に
発
展
し
国
民
の

生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
た
が
、
一
方
で
、

公
害
問
題
、
自
然
環
境
の
破
壊
を
も
た

ら
し
、
ま
た
開
発
が
地
域
住
民
の
意
向

を
無
視
し
て
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
の
象
徴
的
な
事
例
が
む
つ
小

川
原
、
苫
小
牧
東
部
開
発
で
あ
り
、
最

近
で
も
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
爪
痕
を
全
国
に
残
し
て

い
る
。
近
年
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
税
収
減

も
加
わ
っ
て
地
方
財
政
の
悪
化
を
も
た
ら
し
て
お

り
、
そ
の
つ
け
は
結
局
は
国
民
、
地
域
住
民
の
負

担
増
と
し
て
は
ね
返
っ
て
く
る
。誰
の
た
め
の「
開

発
」
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ

う
し
た
戦
後
の
国
家
、
大
資
本
主
導
の
「
外
来
型

開
発
」
へ
の
批
判
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら

「
内
発
的
発
展
」
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
戦
後
の
国
土
開
発
計
画
に
対
し
て
環

境
の
視
点
か
ら
一
貫
し
て
批
判
的
に
論
じ
て
き
た

宮
本
憲
一
氏
が
中
心
と
な
り
、
長
野
県
（
特
に
佐

久
地
方
）
を
事
例
と
し
て
、
都
市
と
農
業
・
農
村

の
共
生
と
い
う
視
点
か
ら
多
面
的
に
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
か
ら
の
共
同
研
究
の
成

果
で
あ
り
、
十
一
名
の
共
同
執
筆
で
あ
る
。

　

本
書
で
特
に
詳
し
く
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、

長
野
県
佐
久
地
方
の
う
ち
川
上
村
、
臼
田
町
、
望

月
町
の
三
町
村
で
あ
る
。
川
上
村
は
か
つ
て
は
貧

し
い
山
村
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
高
原
野
菜
の
産
地

化
を
進
め
、
現
在
で
は
豊
か
な
農
業
地
域
に
成
長

し
て
い
る
。
臼
田
町
に
は
農
村
医
療
運
動
を
進
め

て
き
た
佐
久
総
合
病
院
が
あ
り
、
老
人
福
祉
に
早

く
か
ら
取
り
組
み
、
現
在
も
佐
久
総
合
病
院
を
中

心
と
し
た
「
メ
デ
ィ
コ
・
ポ
リ
ス
」
構
想
を
進
め

て
い
る
。
望
月
町
で
は
戦
後
ま
も
な
く
盛
ん
で
あ

っ
た
農
村
青
年
運
動
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
地
域

住
民
運
動
が
活
発
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
学

習
活
動
等
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
地
域
の
主
体
的
努
力
に
よ
り
、
三

町
村
と
も
か
つ
て
よ
り
は
確
実
に
住
み
や
す
い
地

域
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
財
政
と
い
う
視

点
で
見
る
と
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
「
ハ
コ
モ
ノ
」
主
義
の
公
共
事
業
で
あ
り
、

図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
役
場
新

庁
舎
等
多
く
の
施
設
が
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
に
は
経
費
が
か
か
る
の
で

あ
り
、
地
方
財
政
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
共
事
業
で
は
国

が
定
め
た
メ
ニ
ュ
ー
に
縛
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村

の
主
体
性
の
欠
如
、
役
場
職
員
の
力
量
不
足
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
地
方
財
政
が
地
元

の
土
木
建
設
業
の
た
め
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

構
造
を
「
土
建
自
治
体
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　

先
進
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
長
野
県
佐
久
地

方
で
さ
え
こ
う
し
た
状
況
な
の
で
あ
り
、
日
本
全

国
の
市
町
村
の
実
態
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

地
方
の
時
代
、
地
方
分
権
が
唱
え
ら
れ

な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
国
主
導
の
公
共

事
業
に
多
く
依
存
し
た
体
質
が
抜
け
き

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
書

の
唱
え
る
「
地
域
経
営
」
と
は
、
国
家

主
導
、
土
木
建
設
業
の
た
め
の
公
共
事

業
か
ら
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
「
内
発
的
」

な
地
方
自
治
体
の
運
営
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
結
局
は
、
国
と
市
町
村
の
関
係
、

財
政
構
造
の
問
題
で
あ
り
、
市
町
村
の
広
域
合
併
、

市
町
村
間
の
提
携
、
現
在
の
三
〇
〇
〇
市
町
村
体

制
の
見
直
し
ま
で
発
展
し
て
い
く
問
題
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
財
政
危
機
に
瀕
し
て
い
る
日
本
に

と
っ
て
、
地
方
自
治
、
地
方
財
政
の
改
革
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、
ま
さ
に
地
方
か
ら
の
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
一
九
九
八
年
六
月
、
二
七
七
頁
、
二
、七
六
二
円
）

（
清
水
徹
朗
）
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